3　物語　 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(つつみ),堤)

 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ちゅう),中)

 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(な),納)

 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ごん),言)

 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(もの),物)

 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(がたり),語)　うっかり人違い　着眼点　文法　復習③　助動詞の復習②　連用形接続
美しい姫君に心 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ひ),魅)かれた中将は、姫君が近く eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(じゅ),入)

 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(だい),内)することを知り、従者の eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(みつ),光)

 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(すえ),季)と親交の深い童女（若き人・花）の助けを借りて、姫君を連れ出そうと考えた。
同じ所にて、めでたからむことなどのたまふ頃、㋐ことに責むれば、若き人の思ひやり少なきにや、「よき折あらば、今」と言ふ。
光季参りて、「言ひおもむけて侍り。今宵ぞよく侍るべき」と申せば、喜び給ひて、少し夜更けて、光季が車にておはしⓐぬ。花は、①けしき見ありきて、入れ奉りつ。火は物の後ろへ取りやりⓑたれば、ほのかなるに、母屋にいと小さやかにてうち eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ふ),臥)し給ひⓒつるを、かき抱きて乗せ奉り給ひて、車を急ぎてやるに、「こは何ぞ、こは何ぞ」とて、②心得ず、あさましう思さる。
おば上の㋑うしろめたがり給ひて、臥し給へるになむ。もとより小さくおはしⓓけるを、老い給ひて、法師にさへなり給へば、 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かしら),頭)寒くて eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(おん),御)

 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ぞ),衣)を引きかづきて臥し給ひつるなむ、それとおぼえけるもことわりなり。
語注

同じ所にて、めでたからむことなど

のたまふ頃＝姫君の家でみんなが入内のことを喜んでいる頃。

思ひやり＝思慮分別。

母屋＝寝殿造の建物の中心の部屋。

おば上＝姫君の祖母。

問一　下段「内容わしづかみ」の空欄に本文中の語句を書き入れよ。

〔　　　　　　〕の手助けによって中将は姫君の家に入る。中将は姫君を〔　　　　〕から連れ出し、〔　　　〕に乗せたが、実は姫君ではなく、姫君と一緒に寝ていた〔　　　　　　〕であった。
問二　〔語句〕　波線部㋐・㋑の意味を答えよ（㋑は終止形でよい）。　〈4点×2〉
㋐〔　　　　　　　　　　〕㋑〔　　　　　　　　　　〕

問三　　〔文法〕　二重線部ⓐ～ⓓの文法的意味を答えよ。　〈1点×4〉
ⓐ〔　　　〕ⓑ〔　　　〕ⓒ〔　　　〕

ⓓ〔　　　〕

問四　〔チェック問題〕　助動詞の復習②　連用形接続

　次の傍線部の助動詞の文法的意味を答えよ。　〈1点×5〉

１　大門、金堂など、近くまでありしかど、…　（徒然草）

２　「さは、翁丸にこそありけれ」　（枕草子）

３　清見が関の波も高くなりぬべし。　（更級日記）

４　昔こそ難波田舎と言はれけめ今京引き都びにけり　（万葉集）

５　屋島へ帰りたくは、一門の中へ言ひ送つて、…　（平家物語）

１〔　　　〕２〔　　　〕３〔　　　〕
４〔　　　〕５〔　　　〕
問五　〔読解〕　傍線部①とあるが、「花」のどのような行動であるのか。三十字以内で答えよ。　〈15点〉

〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕
問六　〔内容〕　傍線部②を現代語訳せよ。　〈8点〉

〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕
問七　〔内容〕　本文の内容に合致するものを一つ選べ。　〈10点〉

ア　中将は、寒さからお召し物を頭の上までかぶって寝入っていたおば上を、姫君と間違えて連れて帰った。

イ　中将は、おば上と姫君とがあまりにも似ていたため、暗闇の中で見分けがつかず、おば上を連れて帰った。

ウ　おば上は、中将がやってきたことに気づき、姫君をかばって自ら身代わりとなり、光季の車に乗っていった。

エ　おば上は、中将に姫君を奪い去られたことに責任を感じ、出家して姫君の無事を祈り続けた。

〔　　　〕
【解答】
問一　若き人　母屋　車　おば上
問二　㋐＝特に　㋑＝不安がる・心配する　〈4点×2〉
問三　ⓐ＝完了　ⓑ＝存続　ⓒ＝完了　ⓓ＝過去　〈1点×4〉
問四　１＝過去　　　２＝詠嘆　３＝強意　〈1点×5〉

４＝過去推量　５＝願望

問五　中将たちをひそかに招き入れるために屋敷の様子を見て回る行動。（30字）〈15点〉

問六　わけがわからず、驚きあきれるばかりに自然とお思いになる。　〈8点〉

問七　ア　〈10点〉
【補充問題】

問１　「若き人の思ひやり少なきにや」（１行目）を現代語訳せよ。

問２　「それとおぼえけるもことわりなり」（８行目）を、「それ」が指す人物を明らかにして現代語訳せよ。

【補充問題解答】

問１　若い人は思慮分別が足りないのであろうか。
問２　姫君とつい思われたのも、もっともである。
